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梅雨が明けたと思

ったら、過酷な暑さ

でめまいがしそうな

ほどです。みなさ

ま、いかがお過ごし

でしょうか。

最近のニュースの

トップは熱中症で倒れる方の人数と異常な気

温の高さ。熱中症防止のためには、水分をこま

めにとること、水分もコーヒーや緑茶、ウーロ

ン茶などのカフェインの入ったものは避けて、

麦茶やスポーツドリンクにすること、屋内でも

安心しないで、冷房を適当に利用すること、な

どなど、言わずと知れたこと

かもしれませんが、くれぐれも

ご自愛ください。

集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
は
許
さ
な
い
！

かとうなおと

加藤直人
です

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
う
と
、
成
人

し
た
障
害
者
が
幾
人
か
の
グ
ル
ー
プ
で
ス
タ
ッ

フ
の
援
助
を
も
ら
い
つ
つ
暮
ら
す
家
だ
。
私
の

か
か
わ
る
ホ
ー
ム
に
、
つ
い
先
日
、
５
人
目
の

メ
ン
バ
ー
を
迎
え
た
。

２
０
歳
代
の
彼
女
は
精
神
科
病
院
で
１
年
間

の
入
院
の
の
ち
、
や
っ
て
き
た
。
小
声
で
ぼ
そ

ぼ
そ
と
自
信
な
げ
に
さ
さ
や
く
。
家
族
の
事
情

に
よ
っ
て
あ
る
い
は
地
域
に
退
院
先
が
な
い
場

合
、
入
院
が
長
引
く
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

精
神
病
院
の
長
期
入
院
は
人
権
侵
害
に
あ
た

る
。彼

女
の
場
合
、
受
け
止
め
る
ホ
ー
ム
が
あ
っ

て
地
域
で
の
暮
ら
し
が
ま
た
始
ま
る
。
こ
う
し

た
ホ
ー
ム
が
和
歌
山
市
に
４
０
ほ
ど
あ
る
。
だ

が
、
依
然
足
り
な
い
の
が
現
状
。
精
神
科
病
院

の
平
均
入
院
期
間
は
全
国
で
約
３
０
０
日
、
和

歌
山
で
は
５
０
０
日
近
い
。
病
院
が
生
活
の
場

と
化
さ
な
い
う
ち
に
早
期
退
院
し
て
地
域
で
自

立
し
た
暮
ら
し
を
保
障
す
る
た
め
ホ
ー
ム
の
整

備
が
待
た
れ
る
。
福
祉
は
国
の
義
務
、
手
厚
い

施
策
を
打
っ
て
ほ
し
い
。

民
意
無
視
、
密
室
協
議
で
決
定

７
月
１
日
、
安
倍
内
閣
は
多
く
の
反

対
を
押
し
切
り
、
自
民
党
・
公
明
党
の

合
意
が
で
き
た
か
ら
と
、
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
動
き
が
予
想
さ
れ
て
い
た
前
日

か
ら
、
多
く
の
人
が
首
相
官
邸
前
で
反

対
の
行
動
を
起
こ
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
。

こ
れ
ま
で
政
府
は
、
戦
後
一
貫
し
て

「
憲
法
９
条
の
下
で
は
集
団
的
自
衛
権

行
使
は
許
さ
れ
な
い
」
と
の
見
解
を
示

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
見
解
を
１
８
０

度
覆
そ
う
と
い
う
の
に
与
党
だ
け
の
密

室
協
議
で
決
め
ま
し
た
。

戦
場
に
行
く
の
は
若
者
た
ち

集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
の
は

「
限
定
的
」
だ
と
い
い
ま
す
が
、
地

理
的
制
限
は
な
く

「
事
態
の
性
質
・

、

内
容
に
よ
る
」
と
い
う
説
明
で
す
。、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
戦
争
で
は

ド
イ
ツ
は
平
和
維
持
や
復
興
支
援
を、

目
的
に
派
兵
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

。

５
５
人
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
ま
す

ア
メ
リ
カ
と
の
結
び
つ
き
が
強
い

カ
ナ
ダ
で
も
、
治
安
維
持
活
動
中
に

２
５
歳
で
命
を
落
と
し
た
青
年
の
両

親
は
「
ジ
ョ
ー
ク
だ
と
思
っ
た
。
息

子
は
戦
争
に
行
っ
た
の
で
は
な
く
治

安
活
動
に
行
っ
た
の
だ
か
ら
」
と
、

癒
え
な
い
悲
し
み
の
中
、
今
も
息
子

の
帰
り
を
待
ち
続
け
て
い
る
と

（
６

。

月
１
９
日
付
朝
日
新
聞
よ
り
）

カ
ナ
ダ
で
は
こ
の
青
年
を
含
め

１
５
８
人
の
兵
士
が
犠
牲
に
な
っ
て

い
ま
す
。
当
時
の
国
防
相
補
佐
官
は

「
こ
ん
な
結
果
に
な
る
と
は
だ
れ
も

予
測
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
言
っ
た

そ
う
で
す
。

政
府
が
決
め
て
も
、
実
際
に
現
地

へ
行
く
の
は
若
者
た
ち
。
今
の
自
衛

隊
に
入
っ
て
い
る
人
た
ち
も
、
そ
の

多
く
は
戦
場
へ
行
く
こ
と
を
前
提
と。

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す

集
団
的
自
衛
権
行
使
反
対
！

閣
議
決
定
の
撤
回
を
！

闘
い
は
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
集
団
的
自
衛
権
行、

使
容
認
の
閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め

立
法
化
に
反
対
す
る
世
論
と
運
動
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

NO
集
団
的
自
衛
権
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ア
ナ
と
雪
の
女
王

を
観
ま
し
た
。
映
画
館

で
の
上
映
当
時
は
忙
し

く
、
足
を
運
ぶ
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
仕
立
て
の
ア
ニ
メ
で
、
Ｃ
Ｇ
の
映
像
が

。「

」

す
ば
ら
し
い

Ｌ
ｅ
ｔ

ｉ
ｔ

ｇ
ｏ

と
い
う
歌

♪
あ

り
の

～
♪

ま
ま
で

～
♪

が
話
題
に
な
っ
た
の
で
、
一
度
は
聞
か
れ

た
方
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
小
学
生
の
こ
ろ
読
ん
だ
の
で
す
が
、

「
雪
の
女
王
」
と
い
う
児
童
文
学
を
下
地

に
、
女
性
を
主
人
公
に
自
由
と
自
立
、
姉

妹
愛
を
描
い
て
い
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
ド
ラ
「
花
子
と
ア
ン
」

も
女
性
が
主
人
公
。
自
由
と
自
立
、
姉
妹

愛
が
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
共
通
点
を
感

じ
ま
し
た
。
時
代
が
ど
う
で
あ
っ
て
も
、

人
生
を
模
索
し
、
立
ち
向
か
っ
て
い
く
女

性
の
姿
は
痛
快
で
、
エ
ー
ル
を
送
り
た
く

な
り
ま
す
。
主
人
公
と
と

。

も
に
泣
い
た
り
笑
っ
た
り

す
ぐ
に
同
化
し
て
し
ま
う

単
純
な
私
で
す
。

初
め
て
の
こ
と
が
２
つ
●
森

編
集
後
記

下
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
作
っ
た
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
。
自
分
の
古
い
携
帯
を
眺
め
な
が
ら

「
ス
マ
ホ
欲
し
い･

･
･

」
●
俳
句
の
投
稿
を

い
た
だ
い
た
の
も
初
め
て
で
嬉
し
い
●
森

下
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ニ
ュ
ー
ス
の

（

）

感
想
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ね
～

Ｍ

生
協
芦
原
診
療
所

平
和
夏
祭
り

８
月
２
３
日
（
土
）
１
７
：
０
０
～

無
料
法
律
相
談

８
月
２
１
日
（
木
）
１
８
：
０
０
～

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

４
３
５
・
１
１
１
３
（
市
役
所
控
室

森
下
さ
ち
子
ま
で
）

森
下
さ
ち
子
の
ブ
ロ
グ

「
さ
っ
ち
ゃ
ん
は
ね･

･
･

♪
」

コ
ー
ド
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
Ｒ

こ
の
コ
ー
ド
を
読
み
込

↓

む
と
森
下
ブ
ロ
グ
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で

。

き
ま
す

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
っ
て
？

２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
の
一
種
で
様
々
な

情
報
が
入
っ
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

使
う
と
、
い
ち
い
ち
手
で
打
た
な
く
て
も

た
く
さ
ん
の
文
字
情
報
を
携
帯
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

子どもの医療費助成制度 「県下ではどうなっているの？」
和歌山県 通院・入院とも就学前まで

（ 「 」）所得制限 4人世帯で860万円

上富田町 通院・入院とも就学前まで

（所得制限なし）

、岩出市、 通院は就学前･入院は小卒まで和歌山市
有田市、田辺市 （所得制限 県に同じ）

海南市、新宮市、 通院は就学前･入院は中卒まで

串本町 （所得制限なし）

橋本市、御坊市 通院・入院とも小卒まで

（所得制限 県に同じ）

かつらぎ町、白浜町 通院・入院とも小卒まで

（所得制限なし）

紀ノ川市 通院は小卒･入院は中卒まで

（所得制限なし）

すさみ町 通院・入院とも中卒

（所得制限 県に同じ）

九度山町､高野町､紀美野 通院・入院とも中卒まで

町､湯浅町､広川町､有田川 （所得制限なし）

町､美浜町､日高町､由良

町､みなべ町､那智勝浦町､

太地町､古座川町

北山村（償還払い） 通院･入院とも高卒まで

日高川町、印南町 （所得制限なし）

８月３日告示、１０日投票の市長選挙に立候補を予定してい

る「活気ある住みよい和歌山市をつくる会」中津たかしさんが

基本政策で通院・入院とも中学校卒業までの拡大を掲げていま

す。

県下では、すでに５０％を超える自治体が和歌山市の制度よ

りも進んでいます。

子育て世代にとって経済的負担を減らすことにつながる「子

どもの医療費助成制度」を和歌山市でも拡大しましょう。

子どもの通学路は大丈夫？

地域を歩いていると、たくさんの市に対す

る要望をお聞きします。最近は小学生の通学

路に関するご心配をいくつかお伺いしまし

た。

決められた通学路は遠すぎてかえって危険

ではないか？竹林がはびこりすぎて、犯罪の

きっかけになるのではないか？というもので

す。

通学路のあり方については地域の問題としてとらえておられる

方も多く、子どもたちをたくさんの目で見守っていると感じま

す。市や県へご心配の声を届け安心して小学校へ通うことがで

きるように力を尽くしたいと考えています。

ご意見やご要望を引き続きお寄せください。

え～っ!?
高卒まで無料？
いいなぁ～

俳
句

片
言
の

英
語
で
話
す

夏
行
の
湯

青
蔦
や

歴
史
き
ざ
み
し

家
覆
う

青
蔦
や

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と

爪
を
立
て

（
投
稿
者

き
わ
え

）


